



































































































































































乱」の性格について」は、安禄山 本拠地范陽と長安洛陽の二地点間 介在する河南・河北地方、次節で触れる顏眞卿が抵抗し 平原郡もこ に含まれるが、こ 地域の戦略的重要性について、 「唐朝中央は、目前 苦境に心をうばわれ、あるいは、官僚相互のおろかな内訌から、この価値をただしくとらえ ことができず、しばしば作戦の失敗をくりかえした。 」と述べ、続けて「 「金帛・女子」とひきかえに 回紇 入援を仰いだのは、まさに、この失策 おぎなうためにとった残忍な手段であった。 」と ている。唐朝の失策が、五年前の略奪を許す肅宗の政策を産み出したと言る。戎昱は朝廷 政 の直接の被害者である女性を描くこと よっ 肅宗以来の朝廷の政策を暗に批判したのではないだろうか。　
さらにこの詩ではもう一つ重要なことが歌われている。最後の聯の「何













































































































試進士策問五首」にみる問題意識」で、左遷先の華州で書いた貢挙のための試験問題を取り上げ、杜甫は房琯らと同様に賀蘭進明・第五琦らの一連の政策に反対であり、 「戦争政策が、日ごとに民衆を苛酷な状況に追い込んでいた。その政策への反論を杜甫はこの策問に盛っている である」とも指摘している。谷口氏はまた杜甫が房琯弁護の罪を許されたこと 謝意を述べた「奉謝口勅放三司推問状」の内容について 「ここには、謝罪の言葉も られては が、房琯を弁護した理由とそ 正当性 主張がむしろ 尽くして述べられている」と述べている。　
肅宗の激怒を招き、罪に問われそうになり、罪が許されてもなお房琯弁
護の正当性を訴える杜甫の命がけ 態度は、 「舂陵行」 「賊退後示官吏」に示されるように困苦す 民衆への苛斂誅求に職を賭してまで抵抗 元結と、その行動の理念において同じも あったと見ることができる。伊藤論文は「誤りを恐れず 言うならば、天寶 末年から長安に蘇源明 中心とする尙古派の一グループが出來、杜甫・賈至・孟雲卿・薛據・畢燿らはそのメムバーもしくは同調者であつた。…ここでは假說として一應提出しておく」 述べている。杜甫が元德秀人脈に属していたとまで言 切るのは短絡的に過ぎるかもしれないが、政治理念という観点から見る 、尚古派とかなり近い立場に立っていたことは確かだと思われる。　
戎昱も杜甫も元德秀人脈と関わりを持ち、思想的にも政治的にも近い立




































































































































































































































































往往庭蘭に因りて以て琯に ゆ。是れより亦大いに貨賄 招納し、姦贓頗る甚し。…憲司又董庭蘭の貨賄を招納するを奏彈す。 ）
」とあるように房琯失脚の一因と































ないと考えたのである。また、薛易簡 葉 房琯が古君子を好んだと述べられていることから見ても、董庭蘭のこ ような生き方は元德秀人脈の人々と相通ずると ろがあるように思われ　
改めて『樂府詩集』巻五九「胡笳十八拍」の解題を見てみると『後漢
書』を引いて、蔡邕の娘蔡琰 後漢末の戦乱 南匈奴に連れ去 れ 十二年間塞外に在り二子を儲けた、曹操が蔡邕に後継ぎがないことを痛み、使者を遣わし購って連れ戻し再婚させた、蔡琰は乱離を感傷し、悲憤 追懐して詩二章を作る、と述べている。 「聽杜山人彈胡笳」の第十一句から第
二十句までは、琴で奏された「胡笳十八拍」の音楽の描写である。　
最後の十二句は四句ごとに換韻していてさらに三つに分かれる。第二十
一句から第二十四 戎昱が「苦哉行」で描いた、洛陽回復後に援軍の回紇と官軍による略奪で家族を殺され、回紇に連れ去られた女性の悲劇に触れている。先 挙げた小川昭一『全唐詩雜記』の一七三頁は、 「苦哉行」やこ 詩のこの部分を挙げ「これらと同じような類の詩に、大曆の進士の劉商の「胡笳十八拍」の詩がある。…
（劉商が蔡琰の胡笳十八拍）
の
題名と形式とを用いて作詩したのは、文姬のような運命の女性がこ 頃多く存在したためではな かと思われる」と述べている。戎昱 「聽杜山人彈胡笳」は、蔡琰 悲劇に「苦哉行」で描いた現実 悲劇を重ね合わせて詠じているのである。　
戦乱により家族と引き裂かれて胡地に連れ去られた女性の悲しみを歌う





























琴楽について「今日に至るまで連綿と續いた琴樂と云う一分野の拓かれたのは、實 この頃からであった。 」と 文人の琴楽尊重は長く続くものであることを示して る。中氏が示す、琴 筝に対する白居易の認識は、後の時代のものだが、戎昱の時代と変わり なかったと思われる。　
ここで重要なのは、琴楽が重んぜられるのは、中氏が「儒家的思考によ






































密接な関係にあった。先に、琴・瑟による古楽は、儒家的伝統の中で君子の道に繫がるものと意識されていたこと 触れたが、董庭蘭によって奏られた胡笳十八拍の音楽についても 戎昱は、元結の表現によれば「歓怨の声」を、 『毛詩』大序で言えば「乱世・亡国の音」を伝える音楽と捉えたのだと思われる。戎昱の詩 最後の句「不向俗流傳此心」 「此心」も、第二十五句の「此道」も、大きく捉えれ 歓怨の声」を伝える心・道と解釈すべきだと考えたい。
五、天寶十三載の楽曲改名事件

































































































































































































杜山人彈胡笳」では「歡怨の聲」を伝える琴楽 讃え、 「苦哉行」其一ではわずか二句ではあるが、 「樂曲改名」批判を含ませつつ宮廷音楽の在り方を謗った。これは伝統的礼楽思想を重んずる尚古載道の立場からのもであり、元結の文学理念からの影響を受けたものであった。　
戎昱は元德秀以来脈々と続く尚古載道を旨とする人々の思想的系譜に連
なる面を持つ詩人であり、彼の諷諭詩はそこから生まれてきたものと言るだろう。注①
 岸辺氏は宋の王灼『碧溪漫志』巻三が引く逸書、杜佑『理道要訣』の一文に基づき、 「天寶十三載七月十日
（ 『冊府元龜』に十四日）
に新曲名供奉のことが
あると、これを石に刊して太常寺内に立てて部内に発表したが、宰相楊国忠等は更に太常寺官に命じてこれを天下に公布せしめんことを玄宗皇帝に請い勅許を得たのである。 」と述べている
（ 『唐代音楽の歴史的研究・続巻』四〇頁）
。

（いちかわ
　
きよし
　　
日本語日本文学科）
